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カエル坐骨神経由来シュワン細胞の組織
化学的研究
（生理学第一）田坂順子，登坂恒夫
（生理学第二）坂井朗子
（電顕室）　　前々　勲
　ウシガエルの交感神経節および坐骨神経には抑
制性アミノ酸であるタウリンやGABAの取り込
みおよび放出機構があり、ダリア細胞がそれらの
場であることを既に報告した。今回は坐骨神経を
用いてシュワン細胞を培養して組織化学的実験を
行ない、、これまでの結果と比較検討した。
　摘出したウシガエル坐骨神経を三種類の方法で
培養を試みた。第一は細切した組織片を0．25％ト
リプシン、0．03％コラゲナ山回処理後26℃で分散
培養したもの1第二は組織片を細いピンで裂き、
密閉型シャーレ中のポリー：L一リジンをコートし
たカバーグラス上に置き、組織片が覆われる程度
にL－15培養液を滴下したもの、第三は組織片を未
処理のまま同様に密閉型シャーレで培養したもの
である。そのうち、第三番目の方法により最も効
率よくシュワン細胞が増殖した。このことから、
新生児あるいは幼若動物ではなく、成熟動物でも
シュワン細胞の培養が可能であることが示された。
　シュワン細胞は丸い形で移植片から遊離し、初
期には3－4本のプロセスを持ち、それらを伸縮
させたり細胞体を移動させるなどの運動性を示す
が、その後典型的な紡錘形となり安定した。蛍光
抗体法により、培養シュワン細胞はマーカーとな
るS－100タンパクの抗体に陽性を示すことが明ら
かになった。また、タウリン抗体に陽性反応が見
られたことから、シュワン細胞は内在性のタウリ
ンを有すると考えられる。［3H］タウリンおよ
び［3H］GABAを用いたオートラジオグラフィ
ーの結果、両者とも細胞体に顕著な銀粒子の集中
が見られ、プロセスにも銀粒子が観察された。こ
れらの組織化学的な性質は交感神経節および坐骨
神経の組織切片で得られた結果と一致した。
　以上の結果より、シュワン細胞はミエリン形成
以外に、末梢神経系の活動に関わる何らかの働き
をしていることが示唆される。
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　近年、　全国で院内感染事故としてHB感染事故が多発
していることに対応し、　当院臨床職員に対してHB予防
ワク」ンの接種を昭和62年度564名、　昭和63年度4
79名の予防接種をすでに終了し、　総接種数は、　10
43名に上り、　接種後のHB抗体陽性率は、　61％であ
る。今回、　ワクチンを接種した昭和62年度の接種者
について抗体価の追跡調．査を行い抗体獲得後の抗体価
の変動を探った。　調査対象は、　昭和62年度のワクf）接
種者が、　1年後に抗体検査を行った265名で昭和6
2年度全接種者の564直中の46％である。　この2
65名の接種後の陽性率は90％、　239名、　である。
1年後の抗体価が8倍以下の人数が103名39％、
4回接種を行った50名の中では、　33名、　66％が
8倍以下であった。　男女間でのサンプル数に差はある
ものの男女ともに減少傾向は同様であった。全体とし
て抗体価が8倍以下の入数が103名にのぼり、　接種
後の26名の約4倍の人数に達している。　接種後90
％あった抗体陽性者も6！％に低下した。　獲得抗体価
の1／2以上低下している人数が、　223名84％に
達している。ワOiン接種後の抗体価が1年の間で減少す
る早さは、　この調査の前では、　予想出来なかった。
16倍以上の抗体保有者でも8倍以下の陰性になる八
数は79人に上り、　抗体惰性全体の33％を占めてい
る。　特に4回接種者は、　！6倍以上の抗体保有者でも
8倍以下の陰性になる人数は25人、　50％に上り抗
体を獲得しにくく、　また失う率も高い。HBワクチ）接種に
よる、　抗体の獲得は、　感染予防を行う一つの方法であ
る。　しかし、　抗体獲得と同時に、　抗体価の減少が認め
られたことより、’HBワクチン接租により抗体を獲得しても、
感染に対しての防御が満足になったと思うのは危隙で
ある。　従って感染事故予防では、　ゴム手袋の着用や注
射針の譲刺などに極力注意をして対応すべきで、　注意
深い行為が感染亭故を未然に防ぐ最良の方法である。
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